
 

 

大阪広域水道企業団との包括連携協定の締結について 

  
２０２２年３月２９日 
関西電力株式会社 

 
当社は、大阪広域水道企業団（以下、企業団）と、企業団におけるカーボ

ンニュートラルの推進等に関する包括連携協定（以下、本協定）を、本日締

結しました。当社が水道事業者と包括連携協定を締結することは初めてです。 
 
企業団は、「経営戦略（2020-2029）」の中で次の２つを掲げており、当社は

その実現に向けて最大限協力する観点から本協定の締結に至りました。 

① 災害に強く、安全で良質な水を持続して供給できる施設を整備します 

② 「環境にやさしい水道事業体」として、社会的責務を果たす、より一層

信頼される企業団をめざします 

 
具体的な第一段の取組みとして、企業団村野浄水場をパイロットプラント

に、ゼロカーボンパッケージ※１に基づく、以下の設備を導入・効果検証し、

さらなる取組みの拡大と他施設への展開を目指してまいります。 

① 太陽光発電 

② 蓄電池 

③ ＥＶ及び充放電器 

④ おまか Save-Air※２ 

 
当社は、「関西電力グループ中期経営計画（2021-2025）」で掲げた「サービ

ス・プロバイダー」への転換に取り組んでおり、徹底してお客さま視点に立

ち、ニーズや課題と向き合うことで、お客さまに新たな価値を提供し続ける

企業グループに生まれ変わることを目指しています。引き続き、全国のお客さ

まや社会の幅広い課題の解決に貢献してまいります。 
  
※１：お客さまの「脱炭素」に寄り添い、計画策定から具体策の実行までの様々なサー

ビスをお客さまの実態に応じてカスタマイズして提供する関西電力のサービス。 
※２：室外機に制御用コンピューターを取り付け、利用状況などに応じて空調室外機を

自動で制御することにより快適性を維持しながら、空調エネルギーの省エネを実
現するサービス。 

 

以 上 

 
別 紙１：包括連携協定書 
別 紙２：村野浄水場の取組概要 



 

大阪広域水道企業団と関西電力株式会社との 

カーボンニュートラルの推進等に関する包括連携協定書 

 
 

大阪広域水道企業団（以下「甲」という。）と関西電力株式会社（以下「乙」という。）

は、次のとおり協定（以下「本協定」という。）を締結する。 

 

（目的） 

第１条 本協定は、甲及び乙が緊密に連携し、カーボンニュートラルの推進や甲の施設にお

けるレジリエンスの強化等を図ることで、社会的責務を果たすとともに、甲の事業運営に

おける課題を解決することを目的とする。 

 

（連携事項） 

第２条 甲及び乙は、前条の目的を達成するため、次の事項について連携し、協力する。 

（１） カーボンニュートラルの推進の検討に関する事項 

（２） 甲の施設におけるレジリエンス強化の検討に関する事項 

（３） 前２号に掲げるもののほか、相互に連携協力を行うことが必要と認められる事項 

 

（個別の協議） 

第３条 乙は甲に対し、前条に基づき、次に掲げるサービスを甲の村野浄水場において提供

するものとし、その具体的な実施方法、役割分担等については、甲乙協議の上、別途取り

決めるものとする。 

（１） 太陽光発電 

（２） 蓄電池 

（３） ＥＶ及び充放電器 

（４） おまか Save-Air 

２ 前項に規定するもののほか、前条に基づき実施する取組の具体的な内容、実施方法、役

割分担等については、甲乙協議の上、別途取り決めるものとする。 

 

（有効期間及び中途解約） 

第４条 本協定の有効期間は、本協定締結の日から 2023 年３月 31 日までとする。ただし､

期間満了日の１か月前までに、甲又は乙のいずれからも本協定を終了する旨の書面による

意思表示がないときは、満了日の翌日から起算して更に１年更新するものとし、その後も

同様とする。 

２ 甲又は乙のいずれかが、本協定の解約を申し出る場合は、解約予定日の１か月前までに

書面をもって相手方に通知することにより、本協定を解約することができるものとする。 

 

（協定の見直し） 

第５条 甲又は乙のいずれかが、本協定の内容の変更を申し出たときは、その都度、甲乙協

議の上、必要な変更を行うものとする。 

別紙１ 



 

 

（疑義等の決定） 

第６条 本協定に定めのない事項又は本協定に定める事項について疑義が生じたときは、甲

乙協議の上、これを定めるものとする。 

 

本協定の締結を証するため本書２通を作成し、甲乙それぞれ記名押印の上、各自その１通

を保有するものとする。 

 

 

2022 年３月 29日 

 

 

甲 大阪府大阪市中央区谷町２丁目３番 12 号 

大阪広域水道企業団 

企業長  永藤 英機  

 

 

乙 大阪府大阪市北区中之島３丁目６番 16 号 

関西電力株式会社 ソリューション本部 

本部長  大川 博己        

 



The Kansai Electric Power Co., Inc.

0村野浄水場の取組概要

照明 空調

①太陽光発電

③EV導入・充放電器 ④おまかSave-Air
(空調制御)

②蓄電池

別紙２

・大阪広域水道企業団は、村野浄水場をパイロットプラントに、「カーボンニュートラル×レジリエンス」の取組みを推進してまいります
・関西電力は、導入から維持メンテナンス、エネルギーマネジメントなど導入後の効果検証までを全面的にご支援します

置き換える

大阪広域水道企業団 村野浄水場
（枚方市村野高見台7-2）

・企業団の約8割の水道水を製造。
・日本でも有数の給水能力を有する浄水場
・給水能力 1日あたり150万m3

減らす

創る


